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2013年夏、すべての客室・レストラン・宴会場などのリニューアルが完成しました。
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第
９
回
特
別
展
で
は
、
江
戸
時
代
末

期
か
ら
明
治
時
代
に
撫
養
（
鳴
門
）
の

廻
船
問
屋
と
し
て
活
躍
し
た
山
西
家
が

建
立
し
た
仙
龍
寺
の
天
井
画
を
展
示
し

ま
し
た
。
仙
龍
寺
は
山
西
家
の
菩
提
寺

と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
海
上
安
全
の

守
護
仏
と
し
て
、
そ
し
て
海
難
者
の
供

養
場
と
し
て
、
広
く
崇
敬
を
集
め
て
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
を
物
語
る
の
が
、
今

回
展
示
の
天
井
画
の
数
々
で
す
。
そ
れ

ら
に
は
撫
養
地
域
の
住
民
や
撫
養
港
に

出
入
り
す
る
船
乗
り
の
名
前
が
記
さ
れ

て
お
り
、「
海
の
寺
」
仙
龍
寺
に
対
す

る
信
仰
の
広
が
り
を
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
7
月
25
日
（
金
）

に
は
当
時
の
阿
波
経
済
に
造
詣
の
深
い

尾
道
市
立
大
学
経
済
情
報
学
部
の
森
本

幾
子
講
師
に「
徳
島
の
経
済
と
山
西
家
」

と
題
し
て
貴
重
な
講
演
も
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

第
10
回
特
別
展
は
、
中
国
・
青
島

（
チ
ン
タ
オ
）
戦
で
敗
れ
た
ド
イ
ツ
兵
が

俘
虜
と
し
て
日
本
各
地
の
収
容
所
に
収

容
さ
れ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
1
0
0
年

を
迎
え
た
の
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
現

在
の
鳴
門
市
板
東
に
あ
っ
た
板
東
俘
虜

収
容
所
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
俘
虜
た
ち
は
寛
大
な
松
江
豊

寿
所
長
の
取
り
計
ら
い
で
比

較
的
自
由
な
俘
虜
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
、
短
い
期
間

な
が
ら
も
一
つ
の
「
ド
イ
ツ

文
化
」
を
築
き
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
音
楽
活
動
は

特
に
盛
ん
で
、
ド
イ
ツ
俘
虜

た
ち
は
1
9
1
8 

（
大
正
7
）

年
6
月
1
日
に
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
「
第
九
」
を
合
唱
付
き
で
演
奏

し
ま
し
た
。こ
れ
が
日
本
に
お
け
る「
第

九
」
の
初
演
で
あ
り
、
毎
年
6
月
の
第

一
日
曜
日
に
は
鳴
門
市
で
「
第
九
」
演

奏
会
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
ご
承
知

の
と
お
り
で
す
。
2
0
0
6
年
６
月

に
は
東
映
映
画
『
バ
ル
ト
の
楽
園
（
が

く
え
ん
）』
も
製
作
・
公
開
さ
れ
、
大
き

な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
特
別

展
は
『
板
東
俘
虜
収
容
所
「
第
九
」
の

楽
園
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
そ
の
東
映

映
画
の
パ
ネ
ル
展
示
を
中
心
に
し
て
い

ま
す
。
映
画
製
作
時
の
貴
重
な
資
料
も

た
く
さ
ん
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
11

月
26
日
（
水
）
に
は
そ
の
映
画
製
作
で

チ
ー
フ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
ら

れ
た
野
口
正
敏
氏
の
解
説
に
引
き
続
い

て
、
映
画
上
映
会
（
常
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス

の
地
域
連
携
プ
ラ
ザ「
け
や
き
ホ
ー
ル
」に
て
）

も
予
定
し
て
い
ま
す
。
是
非
、
こ
の
機

会
に
展
示
会
並
び
に
東
映
映
画
を
御
覧

く
だ
さ
い
。

第
10
回 

特
別
展

板
東
俘
虜
収
容
所

「
第
九
」の
楽が

く
え
ん園

展
示
会 

開
催
中

平
成
26
年
9
月
16
日（
火
）～
12
月
5
日（
金
）

第
9
回 

特
別
展 

仙
龍
寺
天
井
画
が
語
る

「
近
世
阿
波
の
繁
栄
」

平
成
26
年
6
月
2
日（
月
）～
9
月
5
日（
金
）

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

組
織
委
員
会
と
本
学
が
連
携
協
定
を

締
結
し
ま
し
た

　

6
月
23
日
、2
0
2
0
年
に
開
催
さ

れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
成
功
に
向
け
て
、大
会
組
織
委
員

会
と
本
学
が
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

大
学
の
資
源
を
活
用
し
て
、
通
訳
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

教
育
の
推
進
の
ほ
か
、
大
会
機
運
の
醸

成
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど

に
つ
い
て
連
携
・
協
力
を
行
う
も
の
で

す
。
締
結
式
に
は
香
川
学
長
が
出
席
し
、

『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進
す
る
大
学
と

し
て
、
国
を
挙
げ
て
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
成
功
を
願
う
と
と
も
に
、
で
き
る
限

り
の
支
援
と
協
力
を
し
た
い
』
と
の
コ

メ
ン
ト
を
出
し
ま
し
た
。

国
立
台
湾
科
技
大
学
内
に
徳
島
大
学
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た

　

6
月
27

日
、
香
川

学
長
を
は

じ
め
と
す

る
本
学
訪

問
団
が
大

学
間
交
流

協
定
締
結

並
び
に
徳

島
大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
設
置
の
た

め
、
国
立
台
湾
科
技
大
学
（
台
北
市
）

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
同
学
国
際
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
廖
慶
榮
（LIA

O

 C
H
IN
G
-

JO
N
G

）
学
長
と
本
学
香
川
学
長
に
よ
り
、

大
学
間
交
流
協
定
の
調
印
式
を
行
い
、

引
き
続
き
、
工
学
部
に
移
動
し
、
廖
学

長
と
香
川
学
長
が
看
板
の
除
幕
式
を
行

い
、
徳
島
大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

本
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
徳
島

大
学
工
学
部
と
、
国
立
台
湾
科
技
大
学

工
学
部
及
び
電
気
情
報
学
部
の
交
流
実

績
に
基
づ
き
、
今
後
、
共
同
研
究
、
学

生
交
流
を
更
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
協
定
締
結
を

機
に
、
両
大
学
間
の
共
同
研
究
5
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
、
2
0
1
5
年

3
月
に
は
、
国
立
台
湾
科
技
大
学
か
ら

研
究
ユ
ニ
ッ
ト
を
招
へ
い
す
る
予
定
で

す
。

本
学
学
生
が
～
ト
ビ
タ
テ
！
留
学

J
A
P
A
N
日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
～
　

第
1
期
生
に
選
ば
れ
ま
し
た

　

文
部
科
学
省
官
民
協
働
海
外
留

学
支
援
制
度
〜
ト
ビ
タ
テ
！
留
学

J
A
P
A
N 

日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム

〜
第
1
期
生
に
、
大
学
院
先
端
技
術
科

学
部
博
士
（
前
期
）
課
程
2
年 

井
上
琢

斗
さ
ん
が
採
用
さ
れ
、
学
長
と
の
懇
談

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
日
本
再
興
戦
略

と
産
業
界
か
ら
の
意
向
を
踏
ま
え
、
実

践
的
な
学
び
を
焦
点
に
、
自
然
科
学
系

分
野
、
新
興
国
へ
の
留
学
、
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
大
学
等
に
留
学
す
る
学
生
を
支

援
す
る
た
め
、
渡
航
費
、
奨
学
金
等
が

支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

井
上
さ
ん
は
新
興
国
コ
ー
ス
に
採
用

さ
れ
、
平
成
26
年
9
月
か
ら
平
成
27
年

6
月
ま
で
の
10
ヶ
月
間
、
N
G
O
日
本

医
療
開
発
機
構
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
行
う
予
定
で
す
。 

学
長
、
教
育
担
当
理
事
、
国
際
担
当
副

学
長
と
の
懇

談
の
後
、
学

長
か
ら
井
上

さ
ん
に
事
前

調
査
資
料
収

集
費
用
の
目

録
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス

ツ
ア
ー
に
来
ま
し
た

　

6
月
20
日
、
徳
島
大
学
は
青
年
交
流

事
業
「JE

N
E
SYS2.0

」
で
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
大
学
生
24
名
を
受
け
入
れ
ま

し
た
。

　

日
亜
会
館
で
行
わ
れ
た
学
長
表
敬
の

後
、
徳
島
大
学
の
紹
介
、
日
本
人
学
生

と
の
意
見
交
換
、
本
学
日
本
人
学
生
ガ

イ
ド
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
・

学
食
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
工
学
部
各
研
究
室
で
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
や
実
験
を
体
験
し
、
常
三

島
け
や
き
ホ
ー
ル
に
お
い
て
は
、
地
域

住
民
か
ら
な
る
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
の　

方
に
着
物
の
着
付
け
を
し
て
い
た
だ
き
、

「
着
物
の
歴
史
」
に
つ
い
て
の
講
義
を

実
施
す
る
な
ど
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

徳島大学公式アプリを公開
大学公式アプリは、iPhoneやiPadから、
簡単に大学情報にアクセスすることがで
き、受験生や在学生、保護者や地域の
方々にとっても大変便利なツールです。是
非ご活用ください。

iPhone
iPad
の場合

Android
の場合


